
第３回伊方町学校再編検討委員会の協議結果（概要） 

開催日時 令和４年６月１日(水)  19：00～20：50 

出席者 【委員】 21名（1名欠席） 【オブザーバー】 1名（新教育委員） 

協議事項 （１） 第２回検討委員会の概要報告 

（２） 他市町の学校再編の現状と実践例について 

（３） 学校再編の必要性について 

（４） その他 

協議内容 （１） 第２回検討委員会の概要報告 

→（事務局から）第２回検討委員会の協議内容について、事務局で記録し取りま

とめた概要を報告し確認する。 

 

（２） 他市町の学校再編の現状と実践例について 

→（事務局から）他市町の再編の実践例について説明。 

（意見交換） 

・宇和島市の基本方針では、通学時間に特に配慮を要し慎重に検討していくと

盛り込まれているので、当委員会においても十分に考えて検討すべき。 

 

（３） 学校再編の必要性について 

→（事務局から）児童生徒数の今後の推移、中学校の部活動や小学校の体育

の状況について説明。 

（意見交換） 

・子どもたちのより良い教育環境について考えるアンケートの結果から、小規模

な学校や保育所の保護者が統合・再編を望んでいるため、早急に進めていかな

いといけないのではないか。 

・再度のアンケートについて審議し、現在のところ再実施は必要ないとの結論と

なった。 

・本委員会は、様々な立場の者が集まっているので、それぞれが再編に対する

意見や要望等の声をしっかり吸い上げて、この場で意見交換して進めるべき。 

 



（４） その他（町内学校視察について） 

（意見交換） 

・通学時間で非常に距離感を感じた。隣接校であればそう無理のない時間では

あるが、隣接校以外へ通学となると厳しいと感じる。 

・再編に伴う受け入れができるか、学校施設の余裕があるかも課題。 

・初めて複式学級の授業風景を見て、教師の大変さや児童の授業への姿勢が

参考となった。  

決定事項 〇再アンケートについて審議の結果、現在のところ必要なしとする。 

〇本委員会として、学校再編を行う必要があると決定した。 

〇次回以降で学校再編に係る具体的な方策について協議を進めるが、協議に

おいては就学人口の減少、学校の活性化、部活動の減少による選択肢の確保、

学年で１人や０人となる状況、複式学級の増加等を検討材料とする事とする。  

 


